
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより ８月号 

子どもは大人よりも暑さの影響を受けやすく、体温が上がりやすいため、熱中症になりやすいと言わ

れています。こまめな水分補給や十分な睡眠、朝ごはんをしっかり食べるなど、暑さ対策をして元気

に夏を過ごしましょう。 

 小さな子どもは、大人よりも暑さの影響を強く受けます。その

理由の一つは、地面からの照り返しです。地面に近いほど気温が

高くなるため、背の低い子どもほど強い暑さにさらされます。 

 気象予報などで発表される気温は、地上約150cmの高さで測

定されています。しかし、気温が32.3℃のとき、地上50cmでは

35℃を超え、地上5cmでは36℃を超えることがあります。ベビ

ーカーに乗っているお子さんや、地面に近い位置で遊ぶ子どもた

ちは、大人が感じる以上の暑さの中にいることになります。 

2026年7月31日 

認定こども園OURS 

保健室 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園医さんの相談日 

先日、第 1回目の健康相談を行いました。 

今後も毎月 1回、園医の先生にお越しいただき、お子さんの健康や 

発達、日頃気になっていることなどを気軽にご相談いただける機会を       

設けています。 

「病院を受診するほどではないけれど、ちょっと気になる…」 

「これって大丈夫かな？」 

そんな小さな疑問や心配事も、どうぞお気軽にご相談ください。 

相談日は毎月 1回を予定しており、日時についてはその都度お知ら 

せいたします。  

 

 

 
 

「かんごさん、ちょっときて！」とっても真剣な顔で呼ばれました。 

「どうしたの？」と聞くと「ここ！」と見せてくれたのは、傷でも、ぶつけた痕でも

なく、昨日、蚊にさされた跡。「まだ、ある！」・・・確かにあります（笑） 

子どもにとっては、昨日の蚊にさされた跡も立派な“気になること” 

「もう大丈夫そうだね」と伝えると、安心した笑顔で戻って行きました。   

 

 体温の調節機能が十分発達していないにもか

かわらず、代謝が活発な乳児・幼児は、脱水を

起こしやすいので、特に注意が必要です。 

 

園医 岩間真弓先生 

亀田総合病院 小児科 


